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全
国
植
樹
祭
　

開
催

　

平
成
二
十
六
年
六
月
一
日
、
よ
く
晴
れ
た
日

曜
日
に
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
て
の

第
六
十
五
回
全
国
植
樹
祭
が
長
岡
市
を
中
心
と

し
た
地
域
で
行
わ
れ
た
。
森
林
と
緑
に
対
す
る

国
民
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
る
全
国
植
樹
祭
。「
未
来
へ

つ
な
ぐ
森
の
力
〜
復
興
か
ら
創
造
へ
〜
」
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
た
今
回
は
、
中
越
メ
モ
リ
ア
ル

回
廊 

川
口
き
ず
な
館
前
広
場
が
お
手
植
え
会

場
と
な
り
、
同
会
場
で
行
わ
れ
た
記
念
式
典
に

は
県
内
外
か
ら
約
八
百
人
が
参
加
し
た
。
式
典

で
は
、
中
越
地
震
・
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者

を
追
悼
し
黙
祷
が
行
わ
れ
た
他
、
中
越
地
震
へ

の
支
援
に
対
す
る
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か

れ
た
横
断
幕
が
緑
の
少
年
団
に
よ
っ
て
掲
げ
ら

れ
、
全
国
へ
感
謝
の
気
持
ち
が
発
信
さ
れ
た
。

そ
の
後
行
わ
れ
た
記
念
植
樹
で
は
、
天
皇
陛
下

が
雪
の
多
い
新
潟
に
適
応
し
た
広
葉
樹
の
ブ

ナ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、
ホ
オ
ノ
キ
を
、
皇
后
陛

下
は
新
潟
県
の
木
で
あ
る
ユ
キ
ツ
バ
キ
や
、
ヤ

マ
ボ
ウ
シ
、
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
を
お
手
植
え
に

な
り
、
式
典
の
最
後
に
は
、
小
学
生
が
未
来
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
託
し
た
風
船
を
放
ち
、
同
会

場
で
の
全
て
の
日
程
が
終
了
し
た
。

　

そ
の
後
、
小
千
谷
市
の
回
廊
拠
点
「
お
ぢ
や

震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
そ
な
え
館
」
を
両
陛
下
が

ご
視
察
さ
れ
、
被
災
状
況
を
表
し
た
展
示
な
ど

ご
覧
に
な
り
、
中
越
地
震
の
教
訓
を
全
国
に
伝

特集① 特集① 第 65 回全国植樹祭にいがた 2014 開催レポート第 65 回全国植樹祭にいがた 2014 開催レポート

COSSS report　  2

え
る
活
動
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ら
れ
た
。

新
潟
で
起
き
た
中
越
地
震
、
七
・
一
三
水
害
か

ら
の
十
年
目
を
迎
え
る
今
年
に
両
陛
下
が
こ
の

地
へ
お
出
ま
し
に
な
り
、「
中
越
メ
モ
リ
ア
ル

回
廊
」を
ご
訪
問
頂
い
た
こ
と
は
、地
域
に
と
っ

て
、当
施
設
群
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
。

開
催
に
向
け
た
住
民
の
動
き

　

震
災
当
時
か
ら
十
年
目
を
迎
え
る
今
年
、
天

皇
皇
后
両
陛
下
の
行
幸
啓
に
向
け
て
、
地
元
で

は
様
々
な
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。

　

三
月
十
六
日
、
川
口
公
民
館
泉
水
分
館
体
育

館
で
は
、
式
典
の
招
待
者
席
に
使
用
す
る
木
製

の
ベ
ン
チ
百
八
十
基
を
参
加
者
約
六
十
名
で
組

み
立
て
た
。
会
場
と
な
っ
た
体
育
館
は
、
発
災

当
時
被
災
者
が
身
を
寄
せ
る
避
難
所
と
し
て
使

わ
れ
て
い
た
小
学
校
の
体
育
館
で
あ
る
。
ベ

ン
チ
の
材
料
と
し
て
使
わ
れ
た
の
は
、
昭
和

四
十
七
年
に
行
わ
れ
た
第
二
十
三
回
全
国
植
樹

祭
で
、
胎
内
市
に
植
え
ら
れ
た
杉
の
間
伐
材
。

組
み
立
て
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
六
十
歳
代
の

男
性
は
、「
十
年
前
、
全
国
か
ら
受
け
た
あ
た

た
か
い
支
援
に
感
謝
を
表
せ
る
良
い
機
会
。
当

日
植
樹
祭
会
場
に
行
け
な
い
私
で
も
、
こ
う
し

て
協
力
す
る
こ
と
で
感
謝
を
少
し
で
も
表
し
た

気
持
ち
で
い
る
」
と
控
え
め
に
話
し
て
い
た
。

　

他
に
も
五
月
二
十
五
日
に
は
、「
一
週
間
前

ク
リ
ー
ン
作
戦
」
が
行
わ
れ
た
。
元
々
川
口
地

域
で
は
、
各
地
区
の
住
民
が
、
春
一
番
に
自
分

の
住
ん
で
い
る
地
区
の
ゴ
ミ
を
拾
う
「
ク
リ
ー

地元企業ブース出展でのにぎわい (おもてなし広場にて )地元企業ブース出展でのにぎわい (おもてなし広場にて )
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中
越
地
震
か
ら
十
年
　
　
　

　
　
　
　

そ
し
て
そ
の
先
へ

ン
大
作
戦
」
が
あ
り
、
雪
解
け
と
共
に
出
て
来

る
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
か
ら
タ
イ
ヤ
の
ホ
イ
ー
ル

カ
バ
ー
ま
で
の
様
々
な
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
町
を
綺

麗
に
す
る
、
雪
深
い
土
地
な
ら
で
は
の
ゴ
ミ
拾

い
が
定
着
し
て
い
る
。今
回
は
そ
の
行
事
の「
特

別
版
」
と
し
て
行
わ
れ
た
。
植
樹
祭
の
た
め
に

お
越
し
下
さ
る
両
陛
下
が
通
る
道
に
ゴ
ミ
が
落

ち
て
い
て
は
い
け
な
い
と
、
参
加
し
た
住
民
は

二
百
五
十
名
以
上
に
上
っ
た
。

　

中
越
地
震
か
ら
十
年
。
そ
の
節
目
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
各
所
で
様
々
な
企
画
検
討
が
な
さ

れ
て
い
る
最
中
で
あ
る
が
、
震
源
地
と
な
っ
た

川
口
地
域
で
は
、
地
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
ら
し

サ
ポ
ー
ト
越
後
川
口
と
長
岡
市
川
口
支
所 

地

域
振
興
課
と
が
連
携
し
た
事
業
を
行
っ
て
い

る
。
現
在
暮
ら
し
て
い
る
地
域
住
民
に
一
斉
ア

ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
も
ら
う
こ
と
で
こ
れ
ま
で

の
川
口
を
振
り
返
り
、
震
災
か
ら
十
年
以
降
の

川
口
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
「
十
年
指
標
」

を
つ
く
る
試
み
で
あ
る
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の

三
つ
の
対
象
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
る
。

Ａ
「
地
域
活
動
団
体
実
態
調
査
」
…
震
災
後
、

各
地
区
で
活
動
し
て
い
る
地
域
活
動
団
体
の
運

営
実
態
に
つ
い
て
の
調
査
。
各
団
体
の
代
表
に

情
報
を
提
供
し
て
も
ら
い
、
今
後
の
集
落
間
連

携
な
ど
の
事
業
の
参
考
と
す
る
。

Ｂ
「
生
活
実
感
調
査
」
…
川
口
地
域
の
全
戸
に

配
布
さ
れ
る
「
生
活
実
感
」
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
。
住
民
が
今
の
暮
ら
し
に
ど
の
程
度
満

足
し
て
い
る
の
か
、
ど
ん
な
課
題
を
持
っ
て
い

る
の
か
な
ど
の
声
を
集
め
、
地
域
ぐ
る
み
で
こ

れ
か
ら
の
町
づ
く
り
を
考
え
る
た
め
の
参
考
と

す
る
。

Ｃ
「
集
落
運
営
実
態
調
査
」
…
各
集
落
の
総
代

か
ら
、
実
際
に
集
落
を
運
営
し
て
い
く
上
で
ど

ん
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
か
な
ど
に
つ
い
て
情

報
を
提
供
し
て
も
ら
い
、
今
後
の
町
づ
く
り
の

参
考
と
す
る
。

　

平
成
二
十
六
年
六
月
現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調

査
は
進
行
中
で
あ
る
が
、
既
に
全
戸
に
用
紙
が

配
布
さ
れ
た
Ｂ
の
「
生
活
実
感
調
査
」
に
関
し

て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
を
作
る
段
階
か
ら
川

口
に
住
む
住
民
の
意
見
を
求
め
て
い
た
。
飲
食

店
事
業
主
や
消
防
団
員
、
支
所
職
員
、
子
育
て

支
援
施
設
職
員
か
ら
主
婦
、
二
十
代
の
若
者
な

ど
、
様
々
な
立
場
の
地
元
住
民
に
参
加
し
て
も

ら
い
、「
ど
ん
な
こ
と
を
同
じ
地
域
で
暮
ら
す

人
達
に
聞
い
て
み
た
い
か
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、

ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
づ
く
り
の
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
四
回
行
わ
れ
た
。
最
初
は
各
人
の

思
い
つ
く
事
を
紙
に
書
き
、
壁
に
貼
っ
た
。
次

に
同
系
統
の
意
見
を
ま
と
め
、
実
際
に
質
問
と

し
て
問
わ
れ
る
べ
き
項
目
順
に
優
先
順
位
を
付

け
た
。
そ
こ
か
ら
住
民
の
実
態
を
、
ど
の
よ
う

な
問
い
方
を
す
れ
ば
ア
ン
ケ
ー
ト
内
で
吸
い
上

げ
ら
れ
る
か
を
、
参
加
者
皆
で
考
え
た
。
ほ
と

ん
ど
の
参
加
者
は
こ
の
よ
う
な
作
業
は
初
め
て

の
経
験
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
は
い
か
な
い
。
こ
う

い
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
づ
く
り
に
多
く
携
わ
る
関

西
大
学
の
草
郷
孝
好
教
授
な
ど
、「
地
元
」
で

は
な
い
立
場
の
専
門
家
に
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
求

め
た
。

　

そ
う
し
て
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
完
成
さ
せ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
が
、
各
地
区
の
連
絡
長
の
協
力

に
よ
り
、
川
口
地
域
の
全
戸
に
三
部
ず
つ
配
布

さ
れ
た
。
各
調
査
全
て
の
結
果
は
、
分
析
の
後

に
住
民
に
公
開
さ
れ
る
。こ
の
取
組
を
生
か
し
、

川
口
は
震
災
か
ら
十
年
以
降
、
ど
う
進
む
べ
き

か
を
地
域
ぐ
る
み
で
考
え
て
い
く
。

　
　
　
　
　
（
川
口
き
ず
な
館　

渡
辺　

千
明
）

第２回アンケート作りワークショップ第３回アンケート作りワークショップ (集落夢づくり交流会 )

１週間前クリーン作戦・西川口（写真提供：長岡市）
招待客用ベンチ組立イベント
（写真提供：長岡市）
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復
興
十
年
の
取
り
ま
と
め
を
議
論
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平
成
二
十
六
年
六
月
二
日
月
曜
日
、
長
岡
震

災
ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー
き
お
く
み
ら
い
に

て
、「
平
成
二
十
六
年
度 

復
興
評
価
・
支
援
ア

ド
バ
イ
ザ
リ
ー
会
議
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
「
復
興
評
価
・
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
会
議
」

は
、
中
越
地
震
か
ら
の
復
興
と
向
き
合
う
こ
と

で
得
ら
れ
る
「
知
見
」
や
「
教
訓
」
を
体
系
的

に
整
理
し
、
次
代
に
繋
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
第
五
回
目
に
あ
た
る
今
回
は
、
昨
年
に

に
引
き
続
き「
復
興
プ
ロ
セ
ス
研
究
会（
※
注
）」

に
お
い
て
調
査
・
分
析
を
続
け
て
い
る
被
災
地

の
復
興
状
況
を
客
観
的
に
評
価
し
、
十
周
年
を

契
機
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
公
表
す
る
も
の
で

あ
る
。
出
席
者
は
、
明
治
大
学
大
学
院
特
任
教

授
の
中
林
一
樹
氏
を
座
長
に
、
神
戸
や
東
北
な

ど
中
越
地
域
外
の
災
害
復
興
の
現
場
で
研
究
に

あ
た
る
有
識
者
を
委
員
に
迎
え
、
議
論
を
行
っ

た
。

　

会
議
で
は
ま
ず
、
復
興
プ
ロ
セ
ス
研
究
会
座

長
の
澤
田
雅
浩
氏
よ
り
、
中
越
地
震
被
災
地
の

十
年
を
研
究
会
が
ど
う
整
理
し
た
か
の
全
体
構

造
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、『
復
興
感
』
や

『
人
的
支
援
』
な
ど
テ
ー
マ
ご
と
に
分
か
れ
た

各
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
代
表
者
よ
り
、
一
昨

年
度
実
施
し
た
「
中
越
地
震
か
ら
の
復
興
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
追
跡
調
査
と
し
て

実
施
し
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
票
の
ク
ロ
ス
集
計
分

析
や
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
分
析
報
告
が
な
さ

れ
た
。
一
昨
年
の
「
中
越
地
震
か
ら
の
復
興
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
は
、
中
越
地
震
の

被
災
エ
リ
ア
で
あ
る
長
岡
市
、
小
千
谷
市
、
魚

沼
市
、
南
魚
沼
市
の
各
町
内
・
集
落
の
一
昨
年

時
点
で
の
区
長
を
対
象
に
行
っ
た
が
、
今
回
の

追
跡
調
査
で
は
、震
災
当
時
の
区
長
を
は
じ
め
、

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
に
あ
た
る
住
民
、
次
世
代
を

担
う
若
者
、
女
性
、
震
災
を
契
機
に
地
域
外
に

転
出
し
た
住
民
、
災
害
公
営
住
宅
入
居
者
、
ま

た
、
震
災
後
導
入
さ
れ
た
地
域
復
興
支
援
員
や

行
政
担
当
者
な
ど
に
も
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
だ
け
で
は
う
か
が
い
知
れ

な
い
地
域
の
声
を
拾
い
上
げ
た
。
こ
の
追
跡
調

査
の
報
告
を
も
と
に
、
後
半
は
各
委
員
よ
り
、

活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
た
。

　

室
崎
益
輝
委
員
か
ら
は
、「
中
越
地
震
の
復

興
に
お
い
て
、
自
然
と
人
と
の
繋
が
り
は
も
っ

と
評
価
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
は
な
い

か
」「
被
災
に
よ
っ
て
地
域
内
外
の
繋
が
り
と

自
治
が
出
来
た
こ
と
が
重
要
」
と
の
発
言
が
あ

り
、
木
村
拓
郎
委
員
か
ら
は
、「
今
ま
で
災
害

の
教
訓
と
い
う
と
、危
機
管
理
の
話
が
中
心
で
、

復
興
の
教
訓
は
ほ
と
ん
ど
例
が
な
い
。
復
興
の

評
価
や
支
援
の
あ
り
方
で
実
績
の
あ
る
中
越
に

は
復
興
の
教
訓
を
ま
と
め
て
ほ
し
い
」
と
の
発

言
が
あ
っ
た
。
他
に
も
、
小
林
郁
雄
委
員
か
ら

は
、
道
路
復
旧
と
農
地
復
旧
の
意
味
の
違
い
の

指
摘
が
あ
り
、
黒
田
裕
子
委
員
か
ら
は
、
災
害

公
営
住
宅
の
入
居
者
層
に
関
す
る
指
摘
が
あ
っ

た
。
渡
辺
隆
委
員
か
ら
は
「
中
山
間
地
の
復
興

モ
デ
ル
を
作
る
う
え
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
繋

ぐ
こ
と
に
他
者
の
介
在
が
必
要
で
公
的
な
補
助

が
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
」
と
の
発
言
が

あ
っ
た
。

　

こ
の
議
論
を
ふ
ま
え
、
当
機
構
で
は
、
平
成

二
十
六
年
度
末
を
め
ど
に
、
復
興
プ
ロ
セ
ス
研

究
会
に
お
い
て
、
中
越
地
震
の
復
興
モ
デ
ル
を

と
り
ま
と
め
、
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
中

越
地
域
や
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地
、
全
国
へ

と
発
信
し
て
い
く
。

（
長
岡
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー　

松
井　

千
明
）

※
復
興
プ
ロ
セ
ス
研
究
会:

中
越
地
震
か
ら
の

復
興
実
践
の
裏
打
ち
と
な
り
う
る
普
遍
性
の
あ

る
知
見
の
整
理
を
通
し
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
知

見
を
中
越
地
震
の
復
興
、
お
よ
び
他
の
被
災
地

復
興
や
平
時
の
社
会
課
題
解
決
に
役
立
て
る
こ

と
を
目
的
と
し
、平
成
二
十
年
に
設
立
さ
れ
た
。

構
成
員
は
、
公
益
社
団
法
人
中
越
防
災
安
全
推

進
機
構
の
客
員
研
究
員
を
は
じ
め
と
し
た
県
内

外
の
若
手
研
究
者
、
ま
た
、
中
越
地
震
か
ら
の

復
興
支
援
に
関
わ
る
実
務
者
を
メ
ン
バ
ー
と

し
、
現
場
実
践
と
研
究
の
融
合
を
目
指
し
、
月

一
回
程
度
の
研
究
会
を
開
催
し
て
い
る
。

出席委員（五十音順）
■全体会議
座長　　中林 一樹　（明治大学危機管理研究センター 特任教授）
委員　　木村 拓郎　（日本災害復興学会 理事）
　　　　黒田 裕子　（NPO 法人 阪神高齢者・障害者支援ネットワーク 理事長）
　　　　小林 郁雄　（阪神大震災復興市民まちづくり支援ネットワーク 世話人）
　　　　室崎 益輝　（公益財団法人 ひょうご震災記念 21 世紀研究機構 副理事長）
　　　　渡辺 　隆　（新潟日報社 常務）
■幹事会
幹事長　上村 靖司　（長岡技術科学大学 教授）
幹事　　稲垣 文彦　（公益社団法人中越防災安全推進機構 復興デザインセンター長）
　　　　澤田 雅浩　（長岡造形大学 准教授）
　　　　福留 邦洋　（東北工業大学 准教授）
　　　　諸橋 和行　（公益社団法人中越防災安全推進機構 地域防災力センター長）
■復興プロセス研究会
委員　　宇田 優子  （新潟医療福祉大学 准教授）
　　　　田口 太郎  （徳島大学 准教授）
　　　　長 　聡子  （新潟工科大学 准教授）
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自校化のポイントとその効果

　

三
条
市
と
言
え
ば
、
豪
雨
に
よ
る
洪
水
災
害

の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
こ
の
日
は
土
砂
災
害

を
テ
ー
マ
に
し
た
授
業
を
行
な
っ
た
。
三
条
市

で
も
土
砂
崩
落
の
危
険
箇
所
に
指
定
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
が
数
百
か
所
あ
る
と
い
う
。
担
当
の

阿
部
信
也
教
諭
は
、「
新
潟
県
防
災
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
の
土
砂
災
害
編
の
学
習
指
導
案
や
映

像
な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
複
数
の
先
生
と

事
前
に
話
し
合
い
を
重
ね
、
三
条
地
域
の
特
性

を
盛
り
込
ん
だ
第
四
中
学
校
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
た
。
以
下
で
は
、
学
習
の
流
れ
と

「
自
校
化
」
の
ポ
イ
ン
ト
を
中
心
に
述
べ
る
。

　

ま
ず
導
入
で
は
、
土
砂
災
害
の
映
像
を
見
せ

る
前
に
、
市
内
の
土
砂
災
害
発
生
箇
所
か
ら
採

取
し
た
土
と
、
別
の
場
所
の
粘
土
質
の
土
に
水

を
か
け
、
崩
れ
や
す
い
土
が
あ
る
こ
と
を
視
覚

的
に
理
解
さ
せ
た
（
ポ
イ
ン
ト
①
）。
そ
の
後
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
映

像
を
用
い
て
、
土
砂
災
害
へ
の
関
心
を
さ
ら
に

喚
起
さ
せ
た
が
、
恐
怖
心
を
与
え
す
ぎ
な
い
よ

う
に
時
間
を
短
く
す
る
な
ど
工
夫
し
た
（
ポ
イ

ン
ト
②
）。
新
潟
県
は
土
砂
災
害
が
日
本
一
多

く
発
生
す
る
地
域
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま

え
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
危
険
箇
所
を
確
認
し
、

豪
雨
で
土
砂
崩
落
し
た
近
隣
の
現
場
へ
実
際
に

見
学
に
出
か
け
た
（
ポ
イ
ン
ト
③
）。

　

土
砂
崩
落
現
場
で
は
、
地
区
の
自
治
会
長
さ

ん
に
被
害
の
様
子
を
説
明
し
て
も
ら
い
、
山
の

土
を
触
り
な
が
ら
、
崩
れ
や
す
い
土
砂
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
。「
災
害
発
災
時
に
人
が
い

た
ら
ど
う
な
っ
て
い
た
の
か
」
な
ど
の
質
問
が

飛
び
出
し
、
こ
こ
ま
で
の
学
習
を
通
し
て
、
生

徒
の
「
わ
が
こ
と
感
」
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

が
見
て
と
れ
る
。

　

再
び
学
校
に
戻
り
、「
土
砂
災
害
か
ら
身
を

守
る
た
め
に
何
が
必
要
か
、
ど
の
よ
う
な
備
え

が
必
要
か
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
班
で
話
し

合
っ
て
も
ら
い
、
用
紙
に
書
き
出
し
て
も
ら
っ

た
。班
で
出
た
答
え
を
ク
ラ
ス
全
体
で
共
有
し
、

「
備
え
る
」「
注
意
す
る
」「
早
め
に
避
難
す
る
」

「
危
険
を
避
け
る
」
と
い
う
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト

に
分
け
て
整
理
し
た
。
学
習
指
導
案
で
は
四
つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
て
か
ら
、
生
徒
に
身
の

守
り
方
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、意
見
を
よ
り
出
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
修
正
し
、
後
か
ら
ポ
イ
ン
ト

に
分
け
て
整
理
し
て
い
っ
た
点
か
ら
も
先
生
の

工
夫
が
う
か
が
え
る
（
ポ
イ
ン
ト
④
）。

　

こ
の
授
業
を
担
当
し
た
阿
部
教
諭
は
、「
避

難
訓
練
は
学
校
で
一
斉
に
行
な
う
訓
練
で
あ

り
、
指
示
が
あ
っ
て
動
く
も
の
。
だ
が
周
り
に

大
人
が
い
な
い
時
に
災
害
が
起
こ
る
場
合
も
あ

る
。
自
分
で
考
え
、
自
分
で
判
断
し
、
行
動
で

き
る
生
徒
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
も
っ
と
工
夫
す
れ
ば
良
か
っ
た
点
と

し
て
「
三
条
市
の
産
業
の
一
つ
で
あ
る
造
園
業

な
ど
を
話
題
に
あ
げ
、
地
域
の
良
さ
に
結
び
付

け
れ
ば
、
よ
り
良
い
授
業
に
な
っ
た
と
思
う
」

と
話
し
て
い
る
。
防
災
教
育
で
、
自
ら
の
身
を

守
る
こ
と
だ
け
を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
自
然
の

二
面
性
を
学
ん
で
、
地
域
に
誇
り
を
感
じ
て
も

◆実施概要

○日時：平成26年 5月 28日 (水 )

　　　　9時50分～11時 40分

○実施対象：三条市立第四中学校２年生

○新潟県防災教育プログラム 

　　　　土砂災害編≪必須ー4≫を活用

シリーズ「防災教育の現場から」　　 　　第１回 三条市立第四中学校

平成25年度末に完成し、新潟県下の小中学校および関係機関に配布された「新潟県防災教育プログラム」。これをきっかけに、
学校教育現場での防災教育の取組みが定着し、継続して実施されるよう、学校や地域の実状に合わせた「自校化」に焦点を当て、
県内の小中学校での先進的な取組み事例を、シリーズ「防災教育の現場から」として当機関紙で毎号紹介していく。ぜひ新
潟県防災教育プログラム各災害編の学習指導案と併せてお読みいただきたい。

ら
う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　

新
潟
県
で
は
こ
の
度
、「
ふ
る
さ
と
新
潟
防

災
教
育
推
進
事
業
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
学
校

や
地
域
の
実
状
に
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
学
校
や
地
域
、
家
庭
に
定
着

し
継
続
さ
れ
る
よ
う
、
今
後
も
参
考
と
な
る
事

例
を
紙
面
で
発
信
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

（
地
域
防
災
力
セ
ン
タ
ー　

関
谷　

央
子
）

土砂災害現場にて地域の人の話を聞く

グループで話し合って出た意見を分類していく

特集② 平成 26年度 復興評価・支援アドバイザリー会議開催

◆三条市の地理的特性
新潟県の県央地域、中越地方に位置しており、同じ中越地方の長岡市に比べると積雪は比較的少ない。東西に
は「弥彦山」や蒲原地域の山岳地帯 に挟まれており、信濃川や中之口川の河川の合流地点となっている。過
去の災害事例として「7.13水害」、「7.29水害」など豪雨災害による水害とも闘ってきた地域でもある。

◆三条市立第四中学校の概要
生徒数：男子 150名　女子 140名　合計 290名 （H26.7 現在）
校訓： 「自主協和」 教育目標： 「豊かな心をもち 積極的にやり抜く生徒」  
年度の重点： 「考える生徒 思いやる生徒 やりとげる生徒」

ポイント①

２種類「土」を用意し、実際に水に
かけてみて「崩れやすい土」と「崩
れにくい土」があることを見せた
ポイント②

土砂災害への関心を喚起させるため
の映像は時間を短くする工夫をした
ポイント③

近隣にある土砂災害が発生した箇所
を訪れ、地域の方にお話を伺った
ポイント④

グループでの活動を想定し、ワーク
シートを修正した

視覚にうったえる
ことで生徒の印象
に残りやすい

恐怖心を与えすぎ
ないようにする

災害を肌で感じ、
わがこと感が増す

生徒がより活発に
意見を出しやすい

→

→

→

→



　池谷集落に来るきっかけは
ボランティアでした。活動を
通して集落の人と交流してい
く中で「こんな大人になりた
い」と思うようになり大学卒
業時に移住を決めました。そ
の中でも、橋場さん（曽根さ
んの屋号）は一番に最初に農
業を教えてくれた師匠なんで
す。ボランティアで通ってい
た時よりも実際に住んでみて
から、村の人が言っている事
や大変さがよくわかるように
なりました。雪がたくさん
降る冬には、「もう帰りたい」
とも思いました。私は農業を
やりたくて移住して来たので
すが、特に農業は自然が相手
なのでうまくいかなことがた
くさんあります。10 年たっ
てやっと一人前とも言われて
います。
　いつか、「村の人のように
なりたい」と思っているけれ
ど、まだまだですね。これか
らも、橋場さんに農業などを
教えてもらいながら、少しず
つ自分でできることを増やし
て、安心してこの土地を任せ
てもらえるようになりたいで
す。

シリーズシリーズ

人と人人と人

坂坂
さかしたさかした

下下　　可可
か な こか な こ

奈子奈子
香川県高松市生まれ香川県高松市生まれ

農業と村の人たちの生農業と村の人たちの生

き方に惹かれ、大学卒き方に惹かれ、大学卒

業を機に新潟県十日町業を機に新潟県十日町

市池谷集落へ移住。市池谷集落へ移住。

農業に従事する傍ら、農業に従事する傍ら、

「移住女子」としてフ「移住女子」としてフ

リーペーパーの発行や、リーペーパーの発行や、

講演活動を行う。講演活動を行う。

曽曽
そ ねそ ね

根根　　藤藤
とういちろうとういちろう

一郎一郎
十日町市十日町市

池谷集落生まれ池谷集落生まれ

「奇跡の集落」と呼ばれ「奇跡の集落」と呼ばれ

る十日町市池谷集落のる十日町市池谷集落の

住民。生まれも育ちも住民。生まれも育ちも

池谷集落で、移住者で池谷集落で、移住者で

ある坂下さんの農業やある坂下さんの農業や

暮らしの指導を行う。暮らしの指導を行う。
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「
一
〇
〇
〇
年
続
く
地
域
を
目
指
し
て
」

「
一
〇
〇
〇
年
続
く
地
域
を
目
指
し
て
」

取材者：復興デザインセンター　日野　正基

　坂下さんが「集落に移住し
たい」と言い出した時は、「本
当にやれるのか、3日もいれ
ばすぐに逃げるんじゃない
か」と思った。杉の枝おろし
の作業をやる時に木に登っ
てね。それを見たときに「こ
の子は本気だ」と坂下さんに
対する見方が変わったんだ。
その後、「農業をやりたい」
と言っていたから一から十
まで教えたんだよ。
　農業を覚えるのは本当に
大変なんだ。働く季節が決
まっているから、一年やっ
たからといってすぐに覚え
らえるもんじゃない。それ
に天候や時期など先を読ま
なきゃいけないし、自分だっ
てまだまだできないことは
たくさんあるんだ。そういう
意味では、坂下さんはまだま
だ一人前とは言えないね。
　坂下さんには期待してい
るし、これからもがんばって
ほしい。山場で農業をやる
のは大変だけど、ここでしっ
かりと稼げる農業をやって、
この土地を守ってもらいた
いね。
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「地域に必要なリーダーシップとは」「地域に必要なリーダーシップとは」
復興デザインセンター　阿部　巧復興デザインセンター　阿部　巧

-COSSSリレーエッセイ vol.8-     

　

中
越
地
震
か
ら
十
年
の
今
年
は
、

多
く
の
地
域
で
平
成
の
大
合
併
か

ら
も
十
年
を
迎
え
る
年
で
あ
る
。

市
町
村
合
併
が
地
域
づ
く
り
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
と

い
う
事
は
、
既
に
多
く
の
論
考
が

あ
る
。
先
日
、
あ
る
方
と
こ
の
よ

う
な
話
を
し
て
い
る
時
に
話
題
に

な
っ
た
の
が
「
物
事
の
決
め
方
」

の
変
化
で
あ
る
。

　

合
併
前
の
多
く
の
小
規
模
な
町

村
で
は
、
何
か
新
た
な
施
策
を
打

つ
際
に
、
首
長
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
非
常
に
強

く
、
広
く
地
域
の
方
々
（
議
員
や

総
代
な
ど
）
に
相
談
す
る
と
い
う

事
は
な
く
、ほ
ぼ
事
後
報
告
で
あ
っ

た
と
い
う
。
た
し
か
に
新
潟
県
内

を
見
て
も
、
名
物
村
長
、
名
物
町

長
と
し
て
知
ら
れ
る
人
は
少
な
く

な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索

す
れ
ば
様
々
な
著
書
も
発
見
で
き

る
。

　

そ
れ
が
合
併
後
は
、
首
長
も
議

会
も
そ
の
地
域
か
ら
は
な
く
な
り
、

合
併
新
市
の
施
策
は
あ
っ
て
も
、

そ
こ
の
地
域
で
こ
れ
か
ら
何
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か

と
い
う
事
を
決
め
る
人
が
い
な
く

な
っ
た
。一
方
で
、新
市
に
よ
っ
て
、

地
域
住
民
の
代
表
者
を
委
員
と
し

た
「
地
域
の
意
見
」
を
表
明
す
る
た
め
の
場
は

作
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
良
く
も
悪
く
も
強
い

リ
ー
ダ
ー
が
い
な
く
な
り
、
地
域
住
民
に
よ
る

「
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
」が
求
め
ら
れ
る
状
況
に
な
っ

た
。

　

し
か
し
、
な
か
な
か
そ
の
場
で
の
議
論
が
盛

り
上
が
っ
て
い
か
な
い
と
い
う
の
が
、
ど
こ
の

地
域
で
も
同
じ
よ
う
だ
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
地

域
住
民
の
代
表
者
ら
は
、
そ
の
地
域
全
体
の
事

を
考
え
る
場
で
は
、
な
か
な
か
発
言
が
出
来
な

い
が
、
自
ら
が
所
属
し
て
い
る
集
落
や
団
体
の

事
な
ら
、
様
々
な
事
を
話
す
こ
と
が
で
き
る
の

だ
。
合
併
前
の
旧
市
町
村
と
い
う
の
は
、
一
生

活
者
に
と
っ
て
は
、
自
ら
が
何
か
を
考
え
、
行

動
す
る
舞
台
で
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

合
併
後
の
「
地
域
住
民
に
よ
る
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
」
の
動
き
は
非
常
に
弱
い
。
し
か
し
、
合
併

新
市
の
中
の
一
地
域
で
し
か
な
く
な
っ
た
事
や

行
政
施
策
で
す
べ
て
を
解
決
す
る
こ
と
が
困
難

な
時
代
で
あ
る
事
を
考
え
る
と
、
こ
れ
か
ら
こ

の
力
を
高
め
て
い
く
他
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
こ
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
力
を
高
め
て
い

く
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。
一
つ
は
、
一
生

活
者
が
手
の
届
く
範
囲
に
地
域
と
い
う
単
位
を

「
分
割
」し
て
い
く
。二
つ
目
と
し
て
、リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
と
っ
て
い
く
地
域
住
民
の
代
表
組
織

を
作
っ
て
い
く
。
こ
れ
ら
の
選
択
肢
が
考
え
ら

れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

前
者
は
多
く
の
市
町
村
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政

策
で
採
ら
れ
て
い
る
「
小
・
中
学
校
区
単
位
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
ろ
う
」
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
地
域
に
よ
っ
て
そ
の
単
位
の
な

じ
み
深
さ
が
違
う
の
で
、
地
域
に
よ
っ
て
は
非

常
に
う
ま
く
い
く
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。ま
た
、

子
ど
も
会
な
ど
の
世
代
別
の
組
織
や
公
民
館
活

動
が
そ
れ
な
り
に
活
発
で
あ
る
こ
と
も
前
提
条

件
と
し
て
あ
る
よ
う
に
思
う
。
一
方
で
、
小
学

校
が
既
に
統
廃
合
さ
れ
て
い
た
り
、
人
口
的
に

は
学
区
と
と
れ
る
が
、
地
理
的
に
は
非
常
に
広

大
な
中
山
間
地
域
で
馴
染
む
や
り
方
な
の
か
ど

う
か
は
一
考
の
余
地
が
あ
る
と
思
う
。

　

そ
れ
で
は
、
後
者
は
ど
う
か
。
こ
れ
ま
で
の

首
長
の
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
取
れ
な
い

し
、
取
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
、
た
だ
し
多
く

の
人
た
ち
が
関
わ
れ
る
場
づ
く
り
の
で
き
る

（
議
論
で
き
る
人
材
を
つ
く
る
）、
実
行
し
て
い

く
た
め
の
旗
振
り
役
を
や
れ
る
、
と
い
う
意
味

で
の
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
を
張
れ
る
核
と
な

る
組
織
が
、
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。



 会員募集中！
　当機構では、地域防災への取り組みや被災地への支援活動に賛同し、応援して下さる会員の方を募集し
　ています。皆様のご入会をお待ちしています。
　 　参加資格：防災活動に関心のある18歳以上の方なら、どなたでも参加できます。
　 　会員特典：当機構が主催する研修・講座・イベント等のご案内をいたします。
 　　年会費　：正会員5,000円　個人賛助会員3,000円　団体賛助会員100,000円 (１口以上 )
　 　※申込書は当機構ホームページよりダウンロードできます。

長岡震災アーカイブセンター
きおくみらい

【住所】 
〒 940-0062 
新潟県長岡市大手通2-6
フェニックス大手イースト2階
【開館時間】 〔入館無料〕
平日　　10:00～ 18:00
土日祝　10:00～ 17:00
【休館日】
毎週火曜日 年末年始
【TEL】 
0258-39-5525
【FAX】 
0258-39-5526
【E-mail】
kiokumirai@cosss.jp

【住所】 
〒 947-0026 
新潟県小千谷市上ノ山4-4-2 
小千谷市民学習センター「楽集館」2階
【開館時間】〔入館無料〕
9:00～ 17:00
【休館日】
毎週水曜日 年末年始
【TEL】
0258-89-7480
【FAX】
0258-89-7485
【E-mail】 
sonae@cosss.jp

おぢや震災ミュージアム
そなえ館

【住所】
〒949-7503 
新潟県長岡市川口中山1441 
川口運動公園内
【開館時間】〔入館無料〕
10:00～ 17:00
【休館日】 
毎週火曜日 年末年始
【TEL】 
0258-89-3620
【FAX】 
0258-89-3621
【E-mail】
kawaguchi-info@cosss.jp

川口きずな館

【住所】
〒940-0204 
新潟県長岡市山古志竹沢甲2835
やまこし復興交流館（旧山古志会館）
【開館時間】〔入館無料〕
9:00～ 17:00
【休館日】 
毎週火曜日 年末年始
【TEL】 
0258-41-1203
【FAX】 
0258-41-1204
【E-mail】
orataru@cosss.jp

やまこし復興交流館
おらたる

施設のご案内

F
R
E
E

≪インフォメーション≫

≪コラム・視点防災≫

【地形を知ることは防災の第一歩】
　1970 年代、民俗学者の宮本常一氏の助言により山古志の若
者が自分達の地域を知るために、地形模型を作成しました。その
模型を眺めたとき、改めてこの地域には平地がないと知ったとい
います。自分達が作り上げた模型を俯瞰することで、さらに山古
志への愛着も増したのではと考えます。私達はその若者たちにな

公益社団法人 中越防災安全推進機構 機関紙 <COSSS report>　第８号　2014年７月発行　
発行人： 山口壽道　　編集：関谷央子　日野正基　松井千明　渡辺千明　細貝悠斗　川上沙織　
〒940-0062　新潟県長岡市大手通2-6フェニックス大手イースト２F 長岡震災アーカイブセンタ -きおくみらい内
TEL : ０258-39-5525　FAX:0258-39-5526　
E-mail:info@c-bosai-anzen-kikou.jp　http://c-bosai-anzen-kikou.jp/
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【新理事長就任のお知らせ】
　平成26年 6月 24日 ( 火 )、長岡震災アーカイブセンターにおいて、中越防災安全推進機構「平
成26年度 第一回理事会・第二回定時総会」及び「平成26年度 第二回理事会」が開催されまし
た。理事会・総会においては、伊藤 滋氏が理事長を退任されて特別顧問に、中林 一樹氏が新理
事長に就任いたしました。
　伊藤先生には、中越防災安全推進機構の発足から今日まで、都市工学・都市防災の第一人者と
してのお立場からご指導を頂いて参りました。また、中林先生には、日本の国土の 70パーセン
トを占める中山間地を襲った直下型地震「中越地震」の復興のあり方を、日本災害復興学会長の
お立場からご示唆、ご指導頂きたいと考えております。

らい、地形模型に映像を写すシアターを作りました。
　土地の成り立ちから始まり、全村避難から復旧工事の経過を紹介し、復興の起点をご覧頂いて
います。地域の地形を知ることで、どこが安全なのか、何に気をつければいいのかも知ることが
できます。地形の成り立ちを知ることも防災の第一歩。さらに、地域を知ることで地域への愛着
も増していくのではないでしょうか。皆さんも自分の地域を見直してみませんか。　　　　　　
　宮本常一氏の講演録は、長岡市制 100周年 eライブラリー／広報紙で見る市制／広報やまこ
し／昭和54年 2月～ 12月「活気ある村をつくるために」でお読みいただけます。
http://www.e-net.city.nagaoka.niigata.jp/elibrary/ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ( やまこし復興交流館おらたる　川上　沙織 )

【中越市民安全大学が開校しました！】
　7月5日（土）に、中越市民防災安全大学が開校となりました。
第 9期目となる今年は、47名の方々が受講されます。座学の
みならず、実技訓練、被災地視察など、全13回の講座を通し
て、「安全」や「防災」をテーマに、全国や地元で活躍される
専門家から、幅広い知識や技術を学んでいきます。地域に根差
した人材がたくさん巣立っていくことを期待しています。

地形模型シアター

　6月 28日（土）、「中越市民防災安全士会」の事務所開所式が、
長岡市千歳１のながおか市民防災センターで行われました。今
後、安全士会の会員が常駐し、自主防災活動などの取り組みを
情報交換する「防災よろず相談所」として機能していきます。

【中越市民防災安全士会の事務所開所式が行われました！】


